
支援内容 制度説明 窓口

1 不妊治療費助成事業
不妊治療に要する費用を、年度内に要した費用の総額９割（１組50万円を限
度）を助成します。

2 母子手帳交付
妊娠届出により母子手帳を交付します。予約制（交付希望日の３日前までにご
連絡ください）。

3
妊婦一般健康診査
（医療機関委託）

母子手帳と同時に、妊婦健診（基本）14回・追加検査5回・超音波検査4回の計
23枚の受診票を交付します。これにより、町が委託している医療機関におい
て、妊婦健診を受けていただけます。（ただし、医療機関によって差額が実費徴
収される場合がありますのでご了承ください。）
＊委託医療機関以外で妊婦健診を受ける方には、別途助成制度があります。

4 妊産婦訪問 保健師または管理栄養士が、家庭訪問により支援します。

5 産婦健康診査
産後、おおむね２週間と１ヶ月の産婦を対象に健診２回分の受診票を交付。県
内の医療機関において産婦健診を受けていただけます。

6 産後ケア事業
産後に心身の不調や育児不安等がある方を対象に、医療機関で心身のケア
や育児サポート等を行います。

1
乳児一般健康診査
（医療機関委託）

出生届により、健診１回分の受診票を交付します。原則として生後１か月の際
に町が委託している医療機関において乳児健診を受けていただけます。
＊委託医療機関以外で乳児健診を受ける方には、別途助成制度があります。

2 新生児聴覚検査助成事業 H30より新規　新生児聴覚検査に要する費用（7,000円を限度）を助成します。

3 新生児訪問
基本的に、生後１か月未満の赤ちゃんと産婦の健康管理のため、保健師及び
助産師が家庭訪問し支援します。

4 ２か月児相談
生後２か月のお子さんを対象に、身体計測・育児相談、家族計画相談を行ない
ます。

5 乳児健診
生後４・７・１０か月、１歳になったお子さんを対象に、医師による診察や身体計
測、育児相談・栄養相談、絵本の読み聞かせを行います。

6 乳幼児訪問 保健師または管理栄養士が、家庭訪問により支援します。

7 出産祝金 出産１児につき、２万円を支給

8
ながの子育て家庭
優遇パスポート（県制度）

18歳未満のお子さんがいる世帯に交付します。協賛店で提示することで、独自
のサービス（料金割引、粗品進呈、ポイントサービスなど様々です）を受けるこ
とができます。長野県外でも、全国共通ロゴマークを掲示している店舗で使用
することができます。

福祉係

9 出産祝品交付
町に住所を有する者が出産し住民登録された子どもの保護者に対し、出産の
お祝いとして木材を利用した出産祝い品を贈呈します。

商工観光係

10
うまうまサークル
（離乳食教室）

離乳食の試食を行ない、離乳食の段階（味・固さ・量など）を学びます。
生後５～６か月児と８～９か月児の保護者を対象に実施します。

11 おやこのひろば

０歳から保育園に入るまでのお子さんと、その保護者の方が気軽に遊びに来ら
れるひろばです。絵本やおもちゃなどで遊んだり、他の利用者さんとお子さんを
一緒に遊ばせるなど、スタッフも関わらせていただきながら、お子さんの成長や
子育てを共に見守っていきます。また、お母さんに向けての子育て講座や子育
ての相談もあります。

12 ブックスタート
８か月児のお子さんを対象に絵本をプレゼントします。
赤ちゃんへ語りかける絵本です。

13
福祉医療費給付
乳幼児・児童

１８歳になった年の年度末までの、お子さんの医療費を助成しています。１か月
１レセプトにつき３００円の自己負担金があります。

14
福祉医療費給付
母子・父子家庭

１８歳になった年の年度末までの、お子さんとその親の医療費を助成していま
す。１か月１診療科につき３００円の自己負担金があります。

住民係

南木曽町支援情報一覧              

Ａ．妊娠・出産

健康しあわせ係

Ｂ．赤ちゃん・医療

健康しあわせ係

子どもすくすく係



支援内容 制度説明 窓口

1 幼児健診

生後１歳６か月・２歳・３歳になったお子さんと保護者を対象に、医師・歯科医師
による診察や身体計測、保健・栄養・歯科・心理相談を行います。保育士による
絵本の読み聞かせもあります。（３歳児は、尿検査、視力・聴力検査も実施しま
す。）

2 ５歳児健診
就学に向けての準備がスムーズにできるように、保育園年中のお子さんを対
象に、医師による診察や保健師による問診、心理士による心理面接等を行い
ます。

3 ３歳児親子歯科健診
３歳児健診対象者の保護者に対して歯科健診・歯科保健指導を無料で行いま
す。（町内歯科医院にて）３歳児の歯科健診は、従来通り３歳児健診で行いま
す。

4 遊びの教室

幼児健診後のフォロー教室です。
１歳６か月児グループは子どもの育ちを見守り、遊びを通して関わり方を保護
者と一緒に考えます。
２・３歳児グループは小集団でのあそびを通して発達の確認をしたり、興味や
得意なことを広げる働きかけをします。

5 園開放
保育園を遊びの場所として開放します。親子で季節のあそびを体験したり、園
児と交流する機会です。園生活について保育士に話を聞くこともできます。

6 一時預かり
子育ての中で、ちょっと自分の時間が欲しい時（趣味・美容院・通院など）や、誰
にも預けられない時などにご利用いただけます。
１歳～就園前までのお子さんをお預かりします。

7 相談事業
巡回療育相談・教育相談・就学相談。専門職による発達の相談ができます。＊
子育てに関する様々な相談に対応します。ご連絡ください。

8 思春期託児体験事業

中学２年生を対象に「いのちの大切さ」を学ぶ目的で実施します。
助産師の講話、妊婦体験、赤ちゃんの抱き方などの練習を行った後、乳幼児託
児体験（乳幼児とのふれあい体験）を行います。
＊中学生の学習と交流のため、ぜひご協力をお願いします。

健康しあわせ係

9 ミニ・ファミリーサポート
０～１２歳までの子どものいる世帯で、育児援助を受けたい方（依頼会員）と育
児援助ができる方（サポート会員）がお互いに助け合いを行う会員組織です。
こどもの送迎・子どもの預かりなどに利用できます。

10
保育所型認定こども園「な
ぎそこども園」運営

保育所型認定こども園として、以下のとおり受け入れています。
・なぎそこども園（定員：３歳以上児９０名、３歳未満児２７名）　※本園
・田立園（定員：３歳未満児９名）
・蘭園（定員：３歳未満児９名）
【幼稚園コース、保育短時間（1日8時間）、保育標準時間（1日11時間）】
※早朝・延長保育は本園のみ

11 保育園　給食費 主食のパン・米代を含め、園児の給食は無料で提供しています。

12 保育園　通園バス 遠距離から通園する園児を送迎するため無料通園バスを運行しています。

子どもすくすく
係
元気なまちづく
り係

13 保育料の負担軽減措置

第２階層の世帯：年齢の高い順に数えて2人目以降は無料
母子世帯等以外（第２～４階層）：年齢の高い順に数えて2人目は半額、3人目
以降は無料
母子世帯等（第２～４階層）：年齢の高い順に数えて2人目以降は無料
同一世帯で２人以上入園：年齢の高い順に数えて2人目は半額、3人目以降は
無料

子どもすくすく係

14 セカンドブック
小学校入学のお子さんが対象
入学を祝うとともに、これから出会う多くの素晴らしい図書の初めの一歩となる
よう児童自ら選んだ記念の本を贈呈します。

15 小中学校給食助成
・保護者負担を児童生徒一人当たり年間30,000円とし、それ以外を全額助成
・給食用米の購入費を全額助成（木曽南部産コシヒカリを100％使用）

16 スクールバスの運行
電車通学（中学生）の場合には、運賃を全額助成　小中学生の通学には各バ
ス停まで無料スクールバス（一部一般との混乗あり）を運行しています。

総務学校係
元気なまちづく
り係

Ｃ．子ども・教育

健康しあわせ係

子どもすくすく係

子どもすくすく係

総務学校係



支援内容 制度説明 窓口

17 放課後子ども教室

南木曽小学校全児童を対象に、放課後児童の安全・安心な居場所として、放
課後子ども教室「なぎそっこ」を設置し、放課後・長期休みの子どもの居場所と
して利用できます。
・登録制で年間登録料は5,000円です。

子どもすくすく係

18 英語等検定 中学生の英語、数学及び漢字検定受験の検定料を年１回補助

19 サードブック
中学校卒業のお子さんが対象
卒業を祝い、これからの長い人生において、本に親しみ、心豊かな成長を願っ
て生徒自ら選んだ記念の本を贈呈します。

20
なぎそチャレンジクラブ
（統合型スポーツクラブ）

スポーツ活動を通じ、町民の心と体の健康づくり、子どもたちの健全な成長に
役立つことを目的に、スポーツやレクリエーションに親しめる環境を提供しま
す。

教育委員会

21 スポーツ少年団 各種クラブに、用具購入費・大会遠征費を助成

22 土曜日子ども教室開催 見えない学力をつける教室として年６回開催

23 地元高校への支援1 蘇南高校への支援。高校生の宿舎（下宿）への支援（運営経費の助成）

24 地元高校への支援2 進学を希望する生徒への補習事業の開催（講師料を負担）

25 地元高校への支援3 蘇南高校が行うカナダへの語学研修の渡航費への助成

1 定期予防接種　ヒブ ２か月～　　接種期間内であれば無料接種

2 定期予防接種　肺炎球菌 ２か月～　　接種期間内であれば無料接種

3 定期予防接種　B型肝炎 ２か月～　　接種期間内であれば無料接種

4
定期予防接種
四種混合（百日咳・ジフテ
リア・破傷風・ポリオ）

３か月～　　接種期間内であれば無料接種

5 定期予防接種　ＢＣＧ ５か月～８か月未満　　接種期間内であれば無料接種

6
定期予防接種　麻しん・風
しん

１歳～２歳未満
保育園年長児相当　　接種期間内であれば無料接種

7 定期予防接種　水痘
１歳～２歳未満
初回接種後６か月～１年以内　　接種期間内であれば無料接種

8 定期予防接種　日本脳炎
保育園年少児・年中児相当
小学校４年生相当　　　　　　　　接種期間内であれば無料接種

9 定期予防接種　二種混合 小学校６年生　　接種期間内であれば無料接種

10
定期予防接種　子宮頸が
ん（HPV）

中学校１年生女子　積極的勧奨差し控え中。（希望者は接種可能）

11
任意接種の一部助成
風しん（成人）

先天性風疹症候群から赤ちゃんを守るために、風疹抗体価の低い妊娠を希望
する女性または抗体価の低い妊婦の夫が風疹の予防接種をした場合に、１回
に限り5,000円の助成を行います。

12
任意接種の一部助成ロタ
ウイルス感染症

生後１４週６日未満で初回を開始し、２回又は３回（接種するワクチンによって
回数は異なる）の接種を完了した場合に、１人につき13,000円の助成を行いま
す。

13
任意接種の一部助成
おたふくかぜ

１～３歳で接種又は５～６歳で追加接種した場合に、１人につき3,000円の助成
を行います。

14
任意接種の一部助成イン
フルエンザ（小児）（中高
学生）

インフルエンザの重症化予防のため、１歳～１５歳を対象に、１回につき1,000
円の助成を行います。
＊中学校３年生・高校３年生は、指定医療機関での接種については無料。

総務学校係

生涯学習係

Ｄ．予防接種

健康しあわせ係

教育委員会



支援内容 制度説明 窓口

1
南木曽町空き家情報登録
制度（空家バンク）

空き家や空き地の賃貸又は売却を希望する所有者と空き家等を利用したい希
望者とのマッチングを支援。

2
南木曽町空き家
利活用推進補助金

賃貸又は売買契約が成立した、
　・空き家の所有者　建物内外の片付けや掃除（補助率10/10、上限10万円）
　・南木曽町へ定住する利用者　建物の修繕（補助率1/2、上限50万円）
　・空き家、空き店舗を店舗として利用する者　建物の修繕（補助率1/2、上限
50万円）

3
南木曽町住宅リフォーム
補助金

南木曽町に住民登録をしており、かつ、居住している者（住民登録をしていない
者であっても住宅のリフォームに併せて住民登録し居住しようとする者を含む）
が行う、持ち家住宅の増改築又はリフォーム（◎町内の施工業者が行うリ
フォーム工事が対象◎補助額　費用の１０分の１に相当する額　限度額２０万
円　　◎補助額の１００分の３０に相当する額は商品券による））※３世代同居
世帯、子育て世帯、Ｕ・Ｉターン世帯・新規就業者のある世帯の場合５万円加算
（商品券による）

4
南木曽町定住促進住宅
資金貸付

町内に居住している者又は居住しようとしている者が、住宅を新築、増改築又
は購入する場合に必要な資金（貸付限度額１世帯１件２００万円以内　償還期
間１１年以内）
※利子補給金制度あり（利子補給率２％以内）

6
移住定住ポータルサイト
「KISO　KURASHI」
（木曽広域連携）

「わたしらしく　くらすしあわせ」　木曽広域連携事業。木曽地域の移住関連情
報を就業・就農・企業情報等を併せて幅広く提供するポータルサイトを開設・運
営している。
　　※木曽広域連携事業はH30より実施事業

7
移住コーディネイター
（木曽広域連携）

木曽広域連携事業。木曽地域への移住希望者の相談窓口としてＨ30年度より
設置。
※木曽広域連携事業はH30より実施事業

8 就労支援 地元の雇用情報（ハローワークなど）の提供 商工観光係

9
移住定住に関する相談窓
口

空家バンクや町営住宅など住まいの相談を始め、各種助成制度、子育て支
援、就労支援など移住定住相談の総合窓口です。（随時受付）

元気な
まちづくり係

10 宅地分譲 現在、天白団地1区画を分譲中。

11 住宅整備
ＵＩ住宅整備（ＵターンやＩターンなど若者世帯用の住宅）
令和２年以降に単身用住宅の整備

12
空き家の管理についてお
願い通知、相談窓口周知

例）もっと元気に戦略室にて空き家管理の補助制度や相談窓口の周知を、空
家所有者に直接通知する。固定資産税の通知発送時に同封して行う。シル
バー人材センターが行う「空家管理サポート事業」チラシなども同封。

元気な
まちづくり係

協力：
税務係

13
薪ストーブ・ペレットストー
ブ設置補助金

事前申請にて、町内の住宅等への薪ストーブ・ペレットストーブの設置に要する
経費に対し、予算の範囲内で補助金の交付を行っています。補助金は本体及
び煙突その他の必要な附帯資材並びに設置に係る経費の２分の１以内で補助
上限は１０万円です。

農林係

環境住宅係

5
移住体験ツアー
（町単独・木曽広域連携）

町単独で中小事業者雇用確保支援事業と連携して移住体験事業を実施。

木曽広域連携事業として木曽地域横断する移住ツアーを実施。
　※木曽広域連携事業はH30より実施事業

元気な
まちづくり係

環境住宅係

元気な
まちづくり係

Ｅ．移住定住・住宅補助



支援内容 制度説明 窓口

1

ホームページ、外部メディ
ア雑誌、新聞、PR用紹介
映像作成、移住者の声と
いったメディアでの活用・
宣伝

移住者の声をまとめてホームページへの掲載など充実化を図っています。その
他メディア（木曽人、TURNS等）への広告掲載や、イベント用ポスターなどの作
成で、周知しています。

元気な
まちづくり係

2
交通災害共済加入掛金
の高校生以下公費負担

交通災害共済（死亡見舞金200万円・100万円　入院１日2000円等）加入掛金を
自動加入で公費負担（中学生以下１人あたり100円、高校生300円）

総務係

3
「南木曽町地域生活支え
合い事業」　なぎそ・おた
すけ隊

利用会員：高齢者、障がいのある人または病気療養中の人、日常生活で援助
を必要とする人（子育て家庭など）
事業内容：育児支援：子供の世話・一時預かり等（利用のしおりより抜粋）※事
業主体は南木曽町社協

地域包括
支援センター

4 心配ごと相談所開設
毎月１回、心配ごと相談所を開設している。（心配ごと、人権、認知症、結婚な
ど）

福祉係

5
婚活イベント開催
（町単独・木曽広域連携）

町では、町民を対象とした婚活イベントを開催。木曽広域連携事業でも、年に
数回程度、木曽地域をまたがった婚活イベントを開催し、希望者を支援。
※木曽広域連携事業はH30より実施事業

6 結婚祝金交付
南木曽町に住所を有する夫婦に対し、婚姻時～婚姻後３年経過時まで当該年
度ごとに申請により５万円の商品券を交付。（夫婦いずれか一方の住所が町外
の場合は２万５千円）

7 結婚新生活補助金交付

毎年３月１日～翌年３月末までに婚姻届けを提出し、受理された夫婦に対し、
新生活を始めるための費用（住居費、引越費用、リフォーム費用）を助成してい
ます。（夫婦の年齢・世帯総所得により、上限60万円、30万円もしくは１５万円を
補助）

8 地域おこし協力隊
地域おこし協力隊の定住定着を図り、地域力の維持と強化に資するため平成
２６年度から協力隊を募集しています。現在７名が活動中。

9
インターンシップ
（木曽広域連携・町単独）

木曽広域連携及び南木曽町単独での事業を行っており、過去から結びつきの
ある中京圏の若い人材・大学生を木曽地域に誘致し、南木曽町を知っていただ
き、将来の就職・定住先へ繋げていく。

10 若者まちづくり会議
町内の若い方々が意見交換し、まちづくりについて夢を語れる場です。イベント
を協力して作り上げたり、まちの魅力のPR活動をしたりするなど、仕事以外の
生活も充実感を抱き、南木曽町とまちづくりへの関心が高まります。

12
町内（Uターン）出身者と
移住希望者へ向けた情報
発信

例）南木曽町出身者が手軽に南木曽町の”今”の情報を手に入れられる仕組
みづくり。ツイッター（＠nagiso_kurashi）による発信。南木曽町出身者に周知す
る場合、帰省した際に広報やご家庭へのチラシ（お盆や年末年始に）、高校の
同窓会のネットワーク網利用。情報だけでなく、風景写真などでも。

13
南木曽ＵＩＪターン就業・創
業移住支援事業

東京圏・愛知県・大阪府から転入し、専用マッチングサイトより就職した方を対
象とし
単身世帯６０万円、２人以上世帯１００万円の移住支援金を交付
（18歳以下の子供１人につき30万円交付）

詳細については、各担当窓口までTELをお願いします。 

元気な
まちづくり係

Ｆ．その他


